
平成 17 年 6 月 15 日

各 位

中期経営計画について

   このたび当社は、現在取組んでおります中期経営計画「ヨロズサクセスプラン」において２００６年度及び

２００７年度の業績目標を設定致しましたのでお知らせいたします。

記

1.　２００５年度業績見通し並びに２００６年度及び２００７年度業績目標

「ヨロズサクセスプラン」では､２００８年度の目標として、売上高:１，０５０億円、売上高営業利益率：６％

以上と定め取組んでおりますが､このたび２００５年度の業績予想を踏まえ､２００６年度及び２００７年度の

業績目標を以下のとおり設定いたしました。なお、数値は地域別の合算値で連結調整前であります。

（単位:百万円）

２００５年度業績予想 ２００６年度目標 ２００７年度目標

売上高

営業利益

営業利益率

2.「ヨロズサクセスプラン」の概要について
「ヨロズサクセスプラン」の概要につきましては添付別紙のとおりであります。

以      上

101,692 104,185 104,663

2,749 3,660 4,898
2.7% 3.5% 4.7%
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この資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関する情報は、本資料の

作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲内で為した

判断に基づくものです。しかしながら現実には、通常予測し得ないような特別事情の発生または

通常予測し得ないような結果の発生などにより、本資料記載の業績見通しとは異なる結果を生じ

得るリスクを含んでおります。

当社と致しましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な

開示に努めて参りますが、本資料記載の業績見通しのみに全面的に依拠してご判断されることは

くれぐれもお控えになられるようお願い致します。

なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複写複製、または転送等を行わないようにお願い

致します。

注意事項注意事項

注　　　　　　意

本資料をご覧いただく前に必ず下記の注意事項をお読みください。
なお、本資料ご利用時点で下記注意事項をお読みいただいたものとみなします。



中期経営計画　（中期経営計画　（YYorozuorozuSSuccessuccessPPlanlan））

200200４４ 20082008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００８年度２００８年度 目標目標

売上高売上高

売上高営業利益率売上高営業利益率

１１,,０５０億円０５０億円
６％以上６％以上

　　方策：マネージメント革命・生産革命

経営改革

ヨロズサクセスプランヨロズサクセスプラン



経営改革の２本柱経営改革の２本柱

競争力あるヨロズグループへ競争力競争力あるあるヨロズグループへヨロズグループへ

生産革命生産革命マネジメント革命マネジメント革命

SSpeed  peed  ((スピード）スピード）
PPositive ositive ((積極性）積極性）
PPｒｏｆｉｔｒｏｆｉｔ（利益）（利益）

ヨロズグループ行動指針ヨロズグループ行動指針



マネジメント革命マネジメント革命

YGHO（YorozuGlobalHeadOffice）
＜マネージメント革命推進機能＞

YGHOYGHO（（YYorozuorozuGGloballobalHHeadeadOOfficeffice））
＜＜マネージメント革命推進機能＞マネージメント革命推進機能＞

北米グループ北米グループ北米グループ アジアグループアジアグループアジアグループ 日本グループ日本グループ日本グループ

販売販売

品質品質

開発・技術開発・技術

生産生産

調達調達

人事人事

利益企画利益企画

機能
地域

-　グローバルマトリクス組織の方針管理　-

・『営業利益率・『営業利益率66％以上』達成の為の方策立案と目標の割り付け％以上』達成の為の方策立案と目標の割り付け
・グループ内資金の有効活用による有利子負債の削減・グループ内資金の有効活用による有利子負債の削減

・グローバル規模の最適調達とコスト削減・グローバル規模の最適調達とコスト削減

・『人の質』向上施策による人材育成とグループ内の適材適所の為の・『人の質』向上施策による人材育成とグループ内の適材適所の為の
ローテーション実施ローテーション実施

・・徹底したムダの排除と変化に強い生産システムづくり徹底したムダの排除と変化に強い生産システムづくり

・「グローバル受注計画」に基づく、本社・各拠点統一営業活動・「グローバル受注計画」に基づく、本社・各拠点統一営業活動

・ヨロズ品質保証システムのグローバル展開・ヨロズ品質保証システムのグローバル展開による品質向上による品質向上

・・サイマルによるサイマルによる最速・最良のモノ造り最速・最良のモノ造りを実現しグローバルに展開を実現しグローバルに展開



　　　　トヨタ　　　　トヨタ生産方式（ＴＰＳ）の導入による革新的な生産方式（ＴＰＳ）の導入による革新的なモノ造りの確立モノ造りの確立
　　　　　　　　・収益力、競争力の向上

　　　　　　　　・改善マインドを醸成し、DNAとして継承
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●● ＹＰＷ（ヨロズＹＰＷ（ヨロズ・プロダクション・・プロダクション・ウェイウェイ）の進化）の進化

全ヨロズグループの導入効果全ヨロズグループの導入効果

生産性生産性 在庫金額在庫金額 スペース削減スペース削減

良
い

良
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良
い

良
い

良
い

良
い

（％）（％） （％）



『『YYorozuorozuSSuccessuccessPPlanlan』』をを達成する為の課題達成する為の課題

『Y.S.P』達成のカギは？『『Y.S.PY.S.P』』達成のカギは？達成のカギは？

ＱＱ（（品質）品質）・・ＣＣ（原価）（原価）・・ＤＤ（（供給）供給）

＋＋ＤＤevelopmentevelopment（（開発）開発）

『ダントツ』『ダントツ』のの



ダントツダントツの『の『ＱＱ・Ｃ・Ｄ』＋『Ｄ』・Ｃ・Ｄ』＋『Ｄ』

ＱＱualityuality（（品質）品質）

標準化による品質の向上標準化による標準化による品質の向上品質の向上

アルティマアルティマ//マキシマ用アルミ製リアサスペンションマキシマ用アルミ製リアサスペンションＡｃｕｒａＴＬ用アルミ製フロントサスペンションＡｃｕｒａＴＬ用アルミ製フロントサスペンション



ダントツダントツの『Ｑ・の『Ｑ・ＣＣ・Ｄ』＋『Ｄ』・Ｄ』＋『Ｄ』

ＣＣｏｓｔｏｓｔ((原価）原価）

標準化による原価低減
～　４Ｍの視点から　～

※4Ｍ＝Ｍａｎ（人）Ｍａｃｈｉｎｅ（機械）Ｍａｔｅｒｉａｌ（材料）Ｍｅｔｈｏｄ（方法）

標準化による標準化による原価低減原価低減
～　４Ｍの視点から　～～　４Ｍの視点から　～

※4Ｍ＝Ｍａｎ（人）Ｍａｃｈｉｎｅ（機械）Ｍａｔｅｒｉａｌ（材料）Ｍｅｔｈｏｄ（方法）

混流生産ライン実現（大部屋化） 全員参加の改善活動



ダントツダントツの『Ｑ・Ｃ・の『Ｑ・Ｃ・ＤＤ』＋『Ｄ』』＋『Ｄ』

ＤＤｅｌｉｖｅｒｙｅｌｉｖｅｒｙ（供給）（供給） グローバルな拠点構築によるグローバルな拠点構築による最適供給最適供給

＜北米＞＜北米＞
・ヨロズアメリカ・ヨロズアメリカ
・ﾖﾛｽﾞｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞﾉｰｽｱﾒﾘｶ・ﾖﾛｽﾞｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞﾉｰｽｱﾒﾘｶ
・ﾖﾛｽﾞｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞﾃﾈｼｰ・ﾖﾛｽﾞｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞﾃﾈｼｰ
・ﾖﾛｽﾞｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞﾐｼｼｯﾋﾟ・ﾖﾛｽﾞｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞﾐｼｼｯﾋﾟ
・ヨロズメヒカーナ・ヨロズメヒカーナ

ヨロズグループヨロズグループ

出資会社出資会社

技術支援・技術支援・提携他提携他
((実績を含む）実績を含む）

・元華興業・元華興業

・東光精機・東光精機

・ベンテラー・ベンテラー

・・TKATKA

・・ＡＣＩＡＣＩ

＜日本＞＜日本＞
・ヨロズ・ヨロズ
・ヨロズ栃木・ヨロズ栃木
・ヨロズ大分・ヨロズ大分
・庄内ヨロズ・庄内ヨロズ
・ヨロズエンジニアリング・ヨロズエンジニアリング
・ヨロズサービス・ヨロズサービス
・ヨロズ愛知・ヨロズ愛知 （（1010月営業開始予定）月営業開始予定）

・・平岡ボデー㈱平岡ボデー㈱

＜アジア＞＜アジア＞
・ヨロズタイランド・ヨロズタイランド
・広州萬宝井汽車部件・広州萬宝井汽車部件
・・ﾖﾛﾖﾛｽﾞｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑｽﾞﾀｲﾗﾝﾄﾞｽﾞｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑｽﾞﾀｲﾗﾝﾄﾞ

・・MAYOMAYO ・・JBMLJBML



ＤＤevelopmentevelopment（（開発）開発）

受注型企業から『提案型』企業へ受注型企業から受注型企業から『提案型』『提案型』企業へ企業へ

ダントツダントツの『Ｑ・Ｃ・Ｄ』＋『の『Ｑ・Ｃ・Ｄ』＋『ＤＤ』』



　　　トータルプロダクションシステム　　　トータルプロダクションシステム

プレス金型加工製品設計 溶接ライン耐久実験

生産準備開発・設計 生　　産試作・実験

競争力のある提案型企業競争力のある提案型企業



モジュール技術モジュール技術

プレス工法プレス工法

溶接工法溶接工法

ハイドロ工法ハイドロ工法

解析システム解析システム

生産システム生産システム

コア技術

業界新技術 巻き管成形

部品業界日本初
　アルミハイドロフォームサスペンションメンバー

ＧＭ及びホンダ向け１０年以上の実績

最速・最良のモノ造り

フレキシブルな生産システム

生産量世界トップ水準
　アルミ溶接サスペンションメンバー

最速・最良のモ最速・最良のモノ造りへ挑戦ノ造りへ挑戦

上記を支えるシステム

競争力のある提案型企業競争力のある提案型企業



圧入接着防振ゴム

巻き管成形

＜特徴＞＜特徴＞

・バネ定数等の設計自由度拡大・バネ定数等の設計自由度拡大
・外筒金具レスによる小型・軽量化とコスト低減・外筒金具レスによる小型・軽量化とコスト低減

ダイハツハイゼット（０４年１２月発売）に採用ダイハツハイゼット（０４年１２月発売）に採用

日産ラフェスタ日産ラフェスタ（０４年１２月発売）に採用（０４年１２月発売）に採用

＜特徴＞＜特徴＞
・パイプ材・パイプ材 →→ 鋼板化によるコスト低減鋼板化によるコスト低減

従来方式
（外筒金具あり）

圧入接着方式
（外筒金具なし）

：接合部

最近の開発採用事例最近の開発採用事例



中期業績目標中期業績目標



地域別売上高の目標地域別売上高の目標

単位：百万円

40,569 39,876 46,077 45,276 42,445
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76,580 90,027 101,692 104,185 地域別合算値

連結調整前

104,663

45.4　％

48.1　％

6.5　％

2005年度予想

　43.5％

　45.5％

　11.0％

2006年度目標

44.3　％

49.6　％

6.1　％

2004年度 2007年度目標2003年度構成比

　40.6％52.9　％日本

　45.9％41.2　％北米

　13.5％5.9　％アジア



2,203 2,192 2,482 2,612

△ 276

307

1,288

2,930

998

162

76
871

395
580

596

-1,000
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2003年度 2004年度 2005年度予想 ２００６年度目標 2007年度目標

アジア

北米

日本

地域別合算

地域別地域別営業利益の目標営業利益の目標
単位：百万円 地域別合算値

連結調整前

3,601 2,819 2,749 3,660 4,898



9.1%

7.6%

5.9%

10.6%

13.5%

2.1%

0.6%

-0.6%0.2% 0.3%
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15.0%

2003年度 2004年度 2005年度予想 2006年度目標 2007年度目標

アジア 北米

日本 地域別合算

中国YBM単年黒字化

売上高営業利益率の売上高営業利益率の目標目標



1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

アジア 459 468 560 990 1,190

北米 2,076 1,966 2,138 2,320 2,272

日本 2,007 1,532 1,627 1,695 1,401

2003年度 2004年度 2005年度
（予）

2006年度
(予）

2007年度
(予）

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

アジア 228 1,611 1,875 2,940 1,414

北米 3,682 1,022 1,728 2,383 1,517

日本 804 1,590 1,788 1,590 1,185

2003年度 2004年度 2005年度
(予）

2006年度
(予）

2007年度
(予）

設備投資と減価償却の計画設備投資と減価償却の計画

単位：百万円

5,391

6,913

4,116

設備投資

4,223
4,714

減価償却

4,542

3,966
4,325

5,005 4,863

単位：百万円


